
市長と語る タウンミーティング 

 テーマ「災害に強いまちづくり」 

 

日  時 平成２４年３月８日 午後７時～ 

会  場 はけ自治会館（はけ自治会） 

 

参加者 ６５人 

 

主な意見等（◆・・・参加者   ☆・・・市長） 

◆市長のあいさつの中でも話していた集会所の借地の件は引き続き努力願いたい。

また、この周辺の土地について防災面も含めて多目的に使用できるので引き続

き使用できるようにお願いしたい。 

☆先日も相続財産管理人の弁護士にも会って要望はした。引き続き努力したい。 

 

◆道路幅が狭く、消防車も入れない所もある。近くの工場では、「毒」マークの車

両も出入りしている。災害時に爆発しないか不安。市ではどこまで把握してい

るか。 

☆消防への届出など確認する。以前にいろいろと話をした時は製造の関係から秘

密の部分もあるようだった。 

 

◆近々、自治会と企業の話し合いの場を持ちたいと考えている。 

☆行政も、必要であるなら同席してもよい。 

 

◆救急の病院は総合病院しか無くなってしまった。災害時に対応できない。もっ

と増やすことはできないか。 

☆二次救急、三次救急の関係は、各市が負担する中で県が中心となっていろいろ

と行っている。市として市民病院を持つことは財政的にもかなり厳しい。市長

会などを通じて、県などへ要望はして行きたい。 

 

◆（相続財産管理人が整理中の土地の）大木の伐採できないか。落ち葉もひどい。 

☆市の所有でないので難しい部分もあるが、管理人の弁護士には話します。 

 

◆先ほど総合病院の話が出たが、耐震性は大丈夫か。 

☆建築時期から昭和５６年以降の新耐震基準は満たしていると考えます。 

 

◆自宅の耐震診断の費用について、無料または補助などできないか。 

☆建築時の図面があれば、市役所で簡易診断は無料で行える。その後、耐震化を

する場合は、本診断が必要でそれについては補助があります。 



 

◆工場排水の汚染は大丈夫か。 

◆以前、自治会で工場から数値をもらったところ大丈夫だった。 

 

◆空き家条例の件で、近くに空き家があり二回市へ電話した。一回目の時は返事

が来て、再度情報があれば欲しい旨言われたが、二回目の時には返事がないが。 

☆明日、調べます。 

 

◆空き家条例の関係で成果はどの程度か。 

☆約７０案件のうち１７件が解決に至った。 

 

◆この辺には断層はあるのか。 

☆綾瀬川断層、深谷断層、立川断層、この三つに囲まれている。当市は、周辺市

と比較するといつも震度が「１」程度低い。 

 

◆防災無線が風向きによって聞こえない。川越市のはよく聞こえるが。 

☆向きを少し変えるだけでも違う。直ぐに調査します。 

 

◆はけ地区は高台にあるが、避難場所は葦原中で低い場所で、地盤的にも心配だ

が。 

☆現在、防災計画の見直しを行っている。国や県でも見直しを行っているが、災

害は明日来るかもしれないので、それを待ってはいられない。計画の違いがあ

れば、検証しながらすり合わせていきます。 

 

◆災害時には初動体制が大切。早く防災無線を整備し、それをフル活用すべき。

計画の見直し時に考えてほしい。市もすぐに情報が欲しいと思うが、我々もす

ぐに欲しい。 

 

☆防災無線の流し方については、昨年の計画停電情報を流す時にいろいろと考え

た事があった。直下型の地震が来た時には、様々なことが起こると思う。まず

は、地域の皆さんが地域を守ってほしい。防災無線の件についても現在、様々

な方法を考えています。 

 

◆老人会でペタンクをやっている。広いスペースは必要ないので、その場所を確

保してほしい。 

☆相続財産管理人の弁護士に、お願いして行きたい。 

 

◆仙台に子どもがいるが、震災後２、３日は何も情報が無かったそうだ。地域の



ＦＭ局など検討してほしい。 

☆現在、ＮＰＯを含めて検討している。 

 

◆浦安では液状化が起こった。葦原中の辺りは大丈夫か。 

☆建設時には、それなりの対処はしています。 

 

◆県道の踏み切りが開かない。何とかならないか。 

☆地下道の計画もあったが、財政的な理由で止めた。 

 

◆桜通線が駐車場状態になっている。自転車の通行も危ない。 

☆地域の要望もあるが、駐車禁止も検討しているところです。 

 

◆これまでの説明や答えについて、市長自ら応えていて、この市に住んで良かっ

たと感じた中で、他市との連携はどうなっているか。 

☆例えば、医療関係などは２市１町連携をして行っている。高齢化率も上がって

いるが、こども医療費の関係なども連携して行っている。子育てしやすい環境

を整え、高齢化率が上がらないように分母を増やす政策もとっている。 

 

◆この辺だと、川越の病院が近いので川越の病院も行く。川越市との連携は考え

られないか。 

☆２市１町で東入間医師会の協力の中で連携していろいろ医療関係のことを行っ

ている。難しい面もあるが、できる方法がないか考えたい。 

 

◆このタウンミーティングの記録をなるべく早くホームページなどに掲載してほ

しい。 

☆可能な限りはやく掲載します。 

 

◆県の水辺再生プランで福岡河岸の整備を現在行っているが、整備が終わると市

で管理するのか。 

☆そうなります。 


